
２．事業報告 

（１）地域コミュニティ事業 

①生活クラブ草加支部・ＮＰＯ法人ワーカーズひまわり・ＣＣＳで取り組んでいる

草加モデル 

 で予定している配食事業開始に向けて中間支援組織として協力しました。 

  ②エッコロコーディネート業務・ワーカーズ利用補助制度業務 

・毎月の地域コミュニティ事業運営会議でエッコロ制度で発生したコーディネー

ト上の問題点の共有と解決策を討議しました。 

・生活クラブ生協「たすけあいグループ」の結成及びコーディネートの実態につ

いて生活クラブ生協と情報を共有し、「たすけあいグループ」を含めた地域福

祉の構築に向けて協議する場は今後の課題です。 

  ・2021年度のエッコロコーディネート件数は 969件で、前年（628件）より 341

件増加しました。増加した主な要因は、2020年度コロナ禍での組合員活動の停

滞と人との接触を避ける状況から、2021 年度コロナ禍での新たな活動手法に

転換できたためです。 

・ワーカーズ利用補助制度件数は 83 件で、前年（43 件）より 40 件増加しまし

た。コロナ禍での生活が 2年目に入りやや活発になったため、くらしのサポー

トで利用が増加しました。 

・ワーカーズ利用補助制度活用団体は登録団体を拡大して対応エリアのカバー率

90％を目指しましたが 84.8％の結果です。現在 11 団体で、新規の申請団体は

ありませんでした。ワーカーズ利用補助制度の対応エリアカバー率は、期首の

全体が 81.6％（狭山 100％、所沢 100％、川口 95.3％、越谷 100％、大宮 63.1％、

熊谷 21.4％）に対し、年度末時点では全体が 84.8％（狭山 100％、所沢 100％、

川口 100％、越谷 100％、大宮 79.2％、熊谷 21.3％）です。 

③居場所事業 

   ・少子高齢社会の課題解決を目的とした「居場所」の取り組みについて、生活ク

ラブ草加支部・ＮＰＯ法人ワーカーズひまわり・ＣＣＳで取り組む草加モデル

の中で協議・準備を進めました。 

④認知症に関する取り組み 

・尊厳をもって最後まで自分らしくありたいという誰もが望む願いを阻む問題で

もある「認知症」について、正しい理解と見守り支援ができる地域づくり、地

域住民の認知症に対する理解・啓発活動のために生活クラブ支部組合員対象に

2回、わ～くわっく狭山の利用者を対象に講座を１回実施しました。 

  ⑤自分らしい老い支度に関する取り組み 

   ・「最期まで地域の中で自分らしく生ききる社会」づくりに向けた仕組みづくり

として「地域で安心して暮らす」ことをテーマに「老い支度を考える連続講座」

を 6回実施。参加人数 172名ありました。 

   ・事業化に向けて勉強会を 7回実施し、利用者との契約書の内容・公正証書の内

容等検討し 22 年 4 月 1 日からの人生終末期サポート事業開始に向けて準備を



行いました。 

    

（２）会員団体支援・サポート事業 

  ①ワーカーズの公的制度事業（介護保険事業・小規模保育事業）及び新しい総合事

業への参入に関しワーカーズからの依頼はありません。 

 

（３）講座事業 

 コロナ感染防止や度重なるまん延防止等重点措置の発令により、活動は制約さ

れましたが、ZOOM による講座を開催し、計画していた取り組みを大幅に上回り

ました。 

①地域福祉（人材養成も含む）講座・研修 

   ・社会問題・会員団体等のニーズを把握し、地域福祉に関する講座・研修等は取

り組めませんでした。 

・ＣＣＳの子育て支援講座として、ＣＣＳ独自の子育て支援講座「ほめ＊ほめ子

育てトレーニング」の ZOOM開催の準備を整え、実施しました。 

・児童養護施設 埼玉育児院の新人職員研修に「ほめ＊ほめ子育てトレーニング」

の講師派遣を行いました。    

  ②介護保険事業を担う人材養成講座・研修 

   ・21年度は村田明彦弁護士による「介護事故とリスクマネジメント」研修を実施

しました。 

      ・ＣＣＳの研修制度により社会福祉主事の資格を 1名取得、主任介護支援専門員

更新研修を 1名受けました。 

  ③講師派遣 

   ・「ほめ＊ほめ子育てトレーニング」（本講座・体験版）他子育て講座に講師派遣

を行い、12回開催しました（受講者 377名）。 

   ・川口ブロックを対象に講師派遣を行い「介護保険の基本のき」を ZOOM で実施

しました。 

（受講者 20名） 

   ・生活クラブ生協の「よりそいサポーター養成講座」に講師派遣を行いました。 

       

（４）公的制度活用事業 

①介護保険事業 

・運営理念「住まいでの暮らしを支える」を具体化するための自立支援プログラ

ムの様々な取り組みを通じて、利用者の選択と参加の機会を増やす取り組みを

進めました。 

   ・制度改正に向けた対応を進めました。経営安定化のために、効率化・合理化推

進、部門ごとの収支改善、工夫を目指しました。 

   ・2019 年度からの自立支援ケアの取り組みについて、日本通所ケア研究大会で

デイホームわ～くわっく草加の取り組みを発表しました。ツール作成し、会議



で振り返りを行う中で自分たちの取り組みをまとめ、言語化することができま

した。 

・今年度より評価制度導入し、能力アップ、モチベーションの向上、労働環境の

整備・改善、目標設定による進捗管理をすすめる取り組みを始めました。検証

は次年度に引き継がれます。 

   ・生活クラブ共済連の福祉事業連携部会（「生活クラブ安心システム」と「生活

クラブ 10 の基本ケア」に取り組んでいる生活クラブグループの３つの社会福

祉法人が参加している部会）に参加しました。 

・認知症に対する認識を深め、事業所の対応力を向上させるために認知症実践者

研修・認知症実践リーダー研修の受講をすすめられませんでした。次年度に引

き継ぎます。 

・生活クラブ生協や地域住民、関連団体等個人・団体との関係を作り、わ～くわ

っく狭山では生活館協議会、わ～くわっく草加では草加モデルに参画し、地域

とのつながりを持ちました。また、デイホームわ～くわっく草加では、プログ

ラムを通じて地域の小学校や農家とつながりが広がりました。 

・居宅介護支援事業所わ～くわっく草加では、4 月～7 月の毎月 1 日、組合員向

けの介護相談会を開催しました。 

・介護事業者用ソフト「ほのぼの NEXT」を経済産業省の第三次補正サービス等生

産性向上 IT導入支援事業費補助金及び川口市 DX推進補助金の支給を受け導入

した。 

  ②地域福祉社会システム構築 

・草加市総合事業の通所型サービスＡと訪問型サービスＡの参入および安定運営

に向けての支援を行いました。訪問介護事業の取り組みにはいたっていません。 

・生活クラブ生協と連携したわ～くわっく・生活館を拠点とした地域とつながり

のある運営は、草加・狭山両支部との関係性を確保しすすめられました。 

・地域に必要な機能づくりのコーディネートや地域の多職種・多機能の社会資源

との連携による組織的なネットワークづくりには、わ～くわっく草加での、農

業プログラム実践からわ～くわっく草加で作成するエコバックを通じた新た

な関係性構築が県内だけでなく、東京都や農林水産省のプロジェクトに間接的

につながることで関係性の構築の重要性やこれからの可能性を示してくれま

した。 

③わ～くわっくの取組み 

 ⇒ 狭山 

・2便制の送迎体制の中で、希望利用者を効率的に送迎できました。 

・調理員は予算内の作業時間に努め、かつ給食費の予算内での運営ができる

ようになりました。 

・自立支援になることをポイントに、個別機能訓練およびプログラム、生活

リハビリの製作に努め実施しました。 

・看護師は途中派遣看護師に頼ることも多く、毎回変化する派遣看護師への



対応に追われることも多く、間違いのない安定した看護ケアができません

でした。 

・ケアマネージャーに紙媒体を、月 2回の定期的配布を行い。わ～くわっく

狭山は多数の自立支援になりそうなプログラムを提供してくれそうな事業

所として認知されるようになっています。 

・機能訓練・入浴リハビリ・プログラム・クラフト・調理プログラム・生活

リハビリ等様々なプログラムを提供しているわ～くわっく狭山で 1日生活

することそのものが、地域ケアマネージャーより利用者への自立支援にな

るわ～くわっくと認知されつつあります。 

・総合事業通所 Aの運営を、従来の体操とウォーキングのみのプログラムよ

り、わ～くわっくが行うプログラムを取り入れ、サービスプログラムの転

換を図りました。若干ではあるが利用者が 1名→4名に増加しました。 

・ほのぼのアプリ導入により、請求作業の簡便化ができケース記録数の増加

と記録の他への利用ができるようになりました。 

・生活クラブ狭山支部と連携し、防災訓練を実施した。支部組合員の皆さん

よりわ～くわっくを知る良い機会となったと感想がありました。 

・地域に必要な事業の模索を行いました。 

（居宅） 

・20年度の赤字から 21年度はマイナスを出さずに終了できました。 

・狭山支部の中で居宅の問題提起をしたり、外部への発信を行ってきまし

た。 

・一人ケアマネージャーでは経営がかなり厳しいので 2人態勢を構築するべ

く、ケアマネージャーを募集しています。今回の試験で合格した人がわ～

くわっく職員の中にいるので、誘ってはいますがなかなか難しいところで

す。 

 ⇒草加 

・年度途中での移転で、利用者にも多少混乱が見られたが直ぐに慣れて活動が

できた。送迎時間の延長でのクレームもあったが、迎え時間の調整で今はな

くなっています。 

・移転したことで、送迎時間が増え又昼食を越谷から移動するなど全体の労働

時間が増え         コスト増となりました。 

・広島で開催された、日本通所ケア研究大会へ介護員2名職員1名が参加をし、

発表を行いました。発表用の資料作成や模擬発表をわ～くわっく職員、生活

クラブたすけあい委員会で行い、現在進めているわ～くわっくの自立支援の

取組を共有することが出来ました。 

・SNS を利用した広報は前年度 YOUTOBE をはじめ、今年度も更新していきまし

た。新たにインスタグラムを開設しました。手軽に発信できるツールとして、

外部、内部への効果が期待出来ます。 

・利用者の入所、入院で延べ人数の大幅減少、それに伴い売り上げも減少しま



した。 

・新規利用者の引き合いは、転居後（草加に戻る）多くなっています。 

・プログラムでは調理、農作業、小学校の清掃作業、エコバック作り（納品含

む）売店等全員で取り組みました。特に売店は大盛況となっています。 

・内覧会はコロナ渦で参加者は少人数でした。生活クラブ組合員対象（チラシ

千枚配布済）の内覧会の参加者はありませんでした。次回に期待をしたいと

思っています。 

・消防訓練は青柳にて実施（3/4）しました。 

 

（５）調査研究・広報宣伝事業  

   わ～くわっく草加では YOUTOBEを利用し利用者の日常活動を発信し、新たな利用

者の増加に繋げています。 

 

（６）団体との交流、連携および協力事業 

①埼玉県家庭教育アドバイザー研修、コロナ禍における家庭教育のあり方について

の ZOOM学習会に参加し、意見交換を行いました。 

②埼玉県ネットアドバイザー研修、SNS の長時間使用による影響について ZOOM 参

加しました。 

    

 


